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　　　・法人化について

　　　　１．中間法人という組織を作れるようになり，

　　　  　 法人化しやすくなる可能性がある．（美宅）

　　　 ２．税金に関する問題について金久会長より

　　　　　質問が出された．予算規模の大きな学会

　　　　　に対しては課税される．農芸化学会は払っ

　　　　　ている（久原）が，JJPは払っていない（美宅）．

　　　　　税金免除のシステムは特にはない（宮野）

４． 研究会，およびワーキンググループの設置

　（１）DNA チップに関する研究会（久原）

　　　・データの収集．データベースの標準化

　　　・解析ツールの整備

　　　・データ入力・解析の統合データベースの開発

　　  現在，DNAチップに関する研究会は他に２

　　　 つあるが，あまり活動は活発ではない．また，

　　　 実験寄りであり，バイオインフォマティクスの

　　　 立場から設立されているものはない．

　　　 実験系では，やりたがっている人が多いの

　　　 でメリットがあるだろう（森）．

　（２）他の研究会との関連（小長谷）

　　　・SIG-MBI（人工知能学会）

　　　・MPS 研究会（情報処理学会）

　　　　両者との連携をしていくことで合意．

　（３）どのような研究会を立ち上げるべきか．

　　　・生物系と情報系の意見を交換し，情報を素　

　　　  早く回す場であるべき（小長谷）．

　　　・チップはコスト的に問題があるので，それ以外

　　　  の方法論に関する研究会が必要（藤田）．

　　　・チップのデザインを情報処理側から提示する

　　　  ための議論（金久）．

　　　・タンパク質から DNA までを横断的に研究す

　　　  るための情報処理技術（小長谷）．

　　　・網羅的なデータの解析（久原）．

　　　・具体的なものの方が人が集まりやすい（森）．

　（４）研究会立ち上げのための手続き

　　　・３行程度のプリプロポーザルを書いて評議員

　　　 の誰かにメールする（冨田）．プリプロポーザル

　　　  は会員ならば誰でも出せる．

　　　・それらの評価と類似提案の統合を評議員のメ

　　　  ーリングリストで行い，決定された主査が会長

　　　　にプロポーザルを提出する．

　　　・最終決定は評議員会で行う．

　　　・時限つきにする．

　（５）発足が確認された研究会とワーキンググループ

　　　・アレイインフォマティクス研究会（主査：久原）

　　　・シミュレーション（仮称）研究会（主査：冨田）

　　　・バイオインフォマティクス・カリキュラム検討ワ

　　　  ーキンググループ（主査：小長谷）

　　　・中高生のためのバイオインフォマティクス講習

　　　  会ワーキンググループ（主査：美宅）

　　　 予算の都合上，研究会とワーキンググルー

　　　プの事務局は学会側では設置せず，主査

　　　 を中心に進めていくことで了承された．

５．国際会議の協賛

　（１）国際担当窓口を宮野評議員にお願いすること

　　　で了承された

　（２）以下の国際会議に協賛することで了承された

　　　・International Conference on Biological        

　　　　Physics 2001（埼玉大の伏見先生より依頼）

　　　・International Conference on Systems        

　　　　Biology（ERATO の北野氏より依頼）

６．行事予定

　（１）中高生のためのバイオインフォマティクス講習会

　　　７月２４日（月）の予定（美宅）

　（２）年会・総会

　　　・GIW（１２月１８日，１９日予定）の一部として開催．

　　　・会計年度が４月からのため，１２月だと予算承

　　　 認がかなり遅れた形になるとの意見が出され

　　　 たが，分子生物学会や生物物理学会の例もあ

　　　  るので，１２月でも大丈夫だろうということで了承 

　　　　された．

　　　→JSBiはアジア太平洋を視野に入れたいので，

　　　　従来通り英語にすることで了承された．

　　　・ポスター発表を会員に限定すると海外からの

　　　　発表者は困る．（小長谷）

　　　→年会は GIW との共催という形にする．

７．その他

　（１）会員獲得についてのその他の案

　　　・GIWとの共催になると，ゲノムや文部省重点

　　　　の印象が強くなり，閉じたイメージが出てしまう．

　　　　タンパク質の研究者たちなどにも広く開かれ

　　　　ていることをアピールする必要がある．（美宅）

　　　・宣伝媒体の活用．

　　　 １．日経バイオテクノロジーのホームページに載 

　　　  　せてもらう．（根本）

　　　 　根本評議員から日経バイオテクの宮田氏に

　　　　　連絡してもらう．

　　　 ２．コンピューター関係の企業への宣伝は井原

　　　　 評議員を中心としてやってもらえないかとの

　　　　  依頼が金久会長よりあった．

　（２）圧力団体としての JSB

　　　・「科学技術基本計画」に重大な影響を持つ「バ 

　　　 イオ産業技術戦略」からバイオインフォマティ

　　　 クスの文字が１９９９年度からほとんど消えてい

　　　 るとの指摘が秋山幹事よりあった．今後，この

　　　 ような計画にも組み込まれるよう宣伝していく

　　　  必要があることが確認された．

配付資料

・議事予定　・設立総会議事録　・会則　・細則

・役員一覧　・会員名簿

・4th International Conference on Biological 　      

　Physics の First Circular　・研究活動案について

■ 日本バイオインフォマティクス学会第２回評議員会議事録

日　時：平成１２年４月２６日（金）１３：００～１５：００　場　所：国際観光会館 7F E-room

出席者：金久（会長＆評議員），藤田（副会長＆評議員）井原，江口，皿井，高井，田畑，永井，中西，根本，浅井，

久原，小長谷，冨田，森（評議員），美宅，宮野（評議員＆幹事），秋山，中井，松田，五斗（幹事）

１．幹事会報告

　・ドメイン名取得：jsbi.orgホームページの立ち上げ．

　・セキュアサーバーの立ち上げ：クレジットカードによる

　　入金．会員専用ページ

　・プロシーディングスのオンライン公開と MEDLINE 

　　への登録．

　・公報関係：日経バイオテクのホームページおよび日

　　経新聞での記事．

　　リンク集の作成．

　　オンラインで公開する場合には著作権等の問題　

　　をクリアにしておいたほうが良い．

　・学会ロゴについて．

　・ISCB との協力関係について．

　・特許に関する問題について．

　・GIW ポスターセッションを学会の年会とする．登録

　　料の設定について．

２．研究会，およびワーキンググループの活動計画．

　一般向け講習会ワーキンググループ（美宅）

　・昨年まで科研費「ゲノムサイエンス」とゲノムセンタ

　　ーが中心になって開催していた「ヒトゲノム計画とイ

　　ンターネット」と踏襲した講習会を今年も開催する．（資

　　料回覧）

　　　これまで，参加者は約２０名．昨年は約５０名．今年

　　はすでに５名の参加希望者あり．

　・今年は，ゲノムセンターと共催という形をとる．

　・講師：昨年は金久，高木，美宅．今年はメールで別途

　　依頼する．

　・対象が高校生と中学生になっているが幅広すぎな

　　いか？

　　→実際には高校生とその先生が主に参加している．

　・タイトルはこのままでよいか？

　　→奈良先端ではサマースクールと題して似たような

　　ことをしている（森）．
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　　　対象：大学１年生（３日間）．高校生（１日）

　　→バイオインフォマティクス講習会としてはどうか．

　バイオシミュレーション研究会（冨田）

　　・ISCB の SIG simulation (SIGSIM) と連動して

　　　活動する予定．

　　・割りと小さいコミュニティーなので集まる機会を作

　　　れていい．

　アレイインフォマティクス研究会（久原）

　　・久原，江口，宮野，阿久津，丸山，井原で集まって

　　　相談した．

　　・発現プロファイル解析ソフトの開発と，データの

　　　公開・共有を促進することを目的とする．

　　・具体的には，

　　　解析内容を検討し，解析ソフトをカタログ化する．

　　　問題のカタログ化も行い，開発分野の分散化を      

　　　行う．

　　　これらを Web で公開して討論できるようにする．

　　・来年の１月か２月に国際ワークショップを学会主

　　　催で開催したい．

　　　それまでに，１，２度の研究会を開く．

　　・他のチップ研究会との関わりは？

　　　他はチップの作り方や実験プロトコルが中心．こ

　　　ちらは，インフォマティクス中心．

　教育カリキュラム検討ワーキンググループ（小長谷）

　　・大学教育と産業を巻き込んだ教育があるが，まず

　　　は大学教育が必要だろう．

　　・他の国の現状：

　　　o 北米には４０以上のコースがある．

　　　o アジアではバイオインフォマティクス学科に相

　　　 当するものはあるが，中身はほとんどがバイオ  

　　　  のみ

　　・SCS をつかった教育をしてはどうか．

　　・評議委員会後に小長谷，宮野，森，久原，美宅，松田，

　　　秋山，金久，冨田で相談する．

　研究会・ワーキンググループに関する手続きの確認．

　　・評議員の一人が代表となって，委員会へ提案する．

３．平成１２年度予算計画

　　・評議員会開催日現在で，会員数２４３名．賛助会員

　　　１０名．約２５０万円の残高．

　　・２５０万円をどのように使用するかについて議論が

　　　なされた．

　　・初年度なので概算で，以下のように分配して使用

　　　することになった．来年度は今年度の実績を元に

　　　配分を考える．

　　　o 旅費のサポート：100万円

　　　o 事務諸費用：50万円

　　　o 年会諸費用：50万円

　　　o 研究会諸費用：50万円

　　・事務諸費用には，ドメイン名・セキュアサーバー関

　　　連費，ロゴ作成費，電話代，ニュースレター印刷費・

　　　郵送費など．

　　　ニュースレターは初版は印刷物を作成する．

　　　事務に関わる費用は予算からちゃんと出したほう

　　がよいという意見が出された．

　　・年会諸費用は，ポスター会場の費用に約30万円

　　　はかかる．

　　・国際ワークショップは主催と予算は学振になるか

　　　も知れない．会場費程度は学会負担でできるかも

　　　しれない．

　　・旅費のサポート：学生会員に対する外国学会

　　　（ISMB, PSB, RECOMB）参加費・旅費の支援．

　　　募集案内をホームページに出す．基本的には発

　　　表者へのサポート．ISCB と共同で．

　　　評価する仕組みを作る．

　　→幹事会がオーガナイズする団体を作り，評議委員

　　　会で承認を得る．

　　・賛助会員がまだ少ないので，企業への案内を出す．

　　　ゲノム創薬フォーラムや CBI 研究会に参加して

　　　いる企業など．

配付資料

・第１回評議委員会議事録

・第１回幹事会議事録

・研究会，およびワーキンググループの案内

・賛助会員一覧

回覧資料

・ホームページ　・会則　・細則　・役員一覧　・会員名簿

・特許法第３０条等に基づく学術団体，博覧会に関する指定手続き等について

その他

■ 初代役員一覧

　

　■ 賛助会員一覧（平成12年5月30日現在）

C0001�株式会社ユニバーサル・アカデミー・プレス

C0002�サン・マイクロシステムズ株式会社

C0003�日本SGI株式会社

C0004�CTCラボラトリーシステムズ株式会社

C0005�田辺製薬株式会社

C0006�グラクソ・ウェルカム株式会社

C0007�コンパックコンピュータ株式会社

C0008�山之内製薬株式会社

C0009�株式会社トミー精工

C0010�株式会社シーティーアイ

金久　　實（京都大学化学研究所）

藤田　芳司（グラクソ・ウェルカム株式会社）

市吉　伸行（株式会社三菱総合研究所） 

藤山秋佐夫（国立遺伝学研究所）

秋山　　泰（工業技術院電子技術総合研究所） 

五斗　　進（京都大学化学研究所）

中井　謙太（東京大学医科学研究所）

松田　秀雄（大阪大学基礎工学部）

美宅　成樹（東京農工大学工学部）

宮野　　悟（東京大学医科学研究所）

井原　茂男（株式会社日立製作所） 

江口　至洋（三井情報開発株式会社）

皿井　明倫（理化学研究所）

高井　貴子（国立医薬品食品衛生研究所）

田畑　哲之（財団法人かずさDNA研究所）

永井　啓一（株式会社ヘリックス研究所）

中西　憲之（田辺製薬株式会社）

根本　靖久（山之内製薬株式会社）

福島　信弘（日本SGI株式会社）

藤田　芳司（グラクソ・ウェルカム株式会社）

浅井　　潔（工業技術院電子技術総合研究所）

金久　　實（京都大学化学研究所）

久原　　哲（九州大学大学院生物資源環境科学研究科）

高木　利久（東京大学医科学研究所）

小長谷明彦（北陸先端科学技術大学院大学）

冨田　　勝（慶應義塾大学環境情報学部） 

中村　春木（大阪大学蛋白質研究所）

美宅　成樹（東京農工大学工学部）

宮野　　悟（東京大学医科学研究所）

森　　浩禎（奈良先端科学技術大学院大学）

任期　

　平成11年12月13日

～平成13年  3月31日

任期　

　平成11年12月13日

～平成13年  3月31日

任期　

　平成11年12月13日

～平成14年  3月31日

会　　長

副 会 長

会計監査

幹　　事

評 議 員
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